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１ 目指すべき環境像 

 第３期計画では、環境を取り巻く情勢の変化と、今後重要となるキーワード

をもとに新たに目指すべき環境像を「環を尊び 人と自然が未来をつくる 茶

ごころのまち 宇治田原」と設定しました。 

 その意味は、人と自然が調和して共存し、ともに未来（循環型社会）を作る

というものであり、「茶ごころ」とは、心を落ち着かせ、ゆとりをもって行動し、

製茶法を惜しみなく広めた永谷宗円のようにすべてにやさしい広い心の持ち方

をいいます。こうした精神性は、「ハートのまち」宇治田原にふさわしいものと

いえます。 

 

２ 基本理念と計画の構成 

 本町の目指すべき環境像を実現するため、環境分野ごとの基本理念を設定し

ます。 

【図 17 環境基本計画の構成】 

 

 

第３章 

目指すべき環境像と 

基本計画の構成 

目指すべき環境像 

「環を尊び 人と自然が未来をつくる 茶ごころのまち 宇治田原」 

各分野の基本目標 

住民、事業者、行政の取り組み 

基本理念４ 

生物多様性 

基本理念３ 

生活環境 

基本理念２ 

循環型社会 

基本理念１ 

温暖化対策 

（宇治田原町地球温暖化対

策計画（区域施策編）） 

基本理念５ 学習・協働 


